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は
じ
め
に

全
盛
時
に
は
全
国
石
炭
産
出
量
の
半
分
を
供
給
し
、
日
本
の
産
業
近
代
化
を
支
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
地
で
あ
っ
た
筑
豊
炭
田
は
石
油
へ
の
転
換
に
よ
り
、
そ
の
役
割
を

終
え
昭
和
五
十
一
（
１
９
７
６
）
年
の
貝
島
炭
鉱
露
天
掘
り
の
閉
山
を
最
後
に
全
く

姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
は
炭
鉱
遺
跡
の
破
却
が
進
ん
だ
が
、
平
成
二
十
三
（
２
０
１
１
）
年
に
山

本
作
兵
衛
翁
の
炭
坑
記
録
画
等
が
「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に

炭
鉱
遺
跡
の
見
直
し
が
進
み
、
平
成
二
十
七
（
２
０
１
５
）
年
に
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
際
に
は
筑
豊
炭
田
の
遺
跡
は
関
連
遺
産

と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
平
成
三
十
（
２
０
１
８
）
年
の
十
月
十
五
日
に
「
筑
豊
炭
田

遺
跡
群
」
と
し
て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
対
象
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
跡
（
田
川
市
）

②
目
尾
（
し
ゃ
か
の
お
）
炭
坑
跡
（
飯
塚
市
）

③
旧
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
及
び
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
（
直
方
市
）

「
筑
豊
」
の
名
称
は
筑
前
国
の
遠
賀
・
鞍
手
・
嘉
麻
・
穂
波
の
四
郡
と
豊
前
国
田
川

郡
を
合
わ
せ
た
五
郡
の
連
合
体
で
、
筑
前
国
豊
前
国
を
縮
め
て
筑
豊
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
筑
豊
を
流
れ
る
遠
賀
川
水
系
は
馬
見
山
（
う
ま
み
や
ま
）
を
水
源
と
す
る

遠
賀
川
が
彦
山
川
、
犬
鳴
川
な
ど
の
支
流
を
合
わ
せ
な
が
ら
響
灘
に
注
ぐ
六
十
一
㎞

の
大
河
で
あ
る
。

①�

三
井
田
川
鉱
業
所
伊

田
坑
跡
は
、
筑
豊
最

大
規
模
を
誇
っ
た
三

井
田
川
鉱
業
所
の
主

力
坑
跡
で
あ
る
。
平

成
二
十
一
（
２
０
０

９
）
年
か
ら
二
十
七

（
２
０
１
５
）
年
に

か
け
て
田
川
市
教
育

委
員
会
が
発
掘
調
査

【
報
告
】
筑
豊
炭
田
遺
跡
群
の
国
史
跡
指
定
に
つ
い
て

玉

井

昭

次
図１　�筑豊地区の位置（明治時代）〔田川市教

育委員会所蔵〕
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を
行
い
、
竪
坑
の
巻
上
機
室
や
汽
缶
場
の
基
礎
な
ど
の
地
上
遺
構
と
関
わ
り
の
あ

る
遺
構
や
、
隣
接
す
る
鉄
道
に
石
炭
を
排
出
し
た
選
炭
場
の
基
礎
が
確
認
さ
れ
た
。

②�

目
尾
炭
坑
跡
は
、
明
治
五
（
１
８
７
２
）
年
に
開
坑
し
明
治
十
三
（
１
８
８
０
）

年
に
杉
山
徳
三
郎
が
所
有
し
た
。
翌
十
四
（
１
８
８
１
）
年
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
ン

プ
を
活
用
し
て
筑
豊
で
初
め
て
蒸
気
機
関
に
よ
る
排
水
に
成
功
し
、
そ
の
後
の
炭

鉱
近
代
化
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
一
（
２
０
０
９
）
年
か
ら
二
十
七
（
２

０
１
５
）
年
に
か
け
て
飯
塚
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
行
い
、
杉
山
が
蒸
気

機
関
に
よ
る
排
水
に
成
功
し
た
竪
坑
を
覆
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
蓋
と
、
そ
の
竪
坑

か
ら
出
る
排
気
を
外
に
出
す
た
め
の
扇
風
機
の
煉
瓦
積
台
座
、
円
形
や
八
角
形
の

煙
突
基
礎
、
鉄
道
の
引
込
線
な
ど
を
確
認
し
た
。

③�

旧
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
は
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
が
明
治
四
十
三
（
１

９
１
０
）
年
に
建
設
し
た
木
造
二
階
建
て
の
洋
風
建
築
で
、
石
炭
流
通
の
中
心
地

で
あ
っ
た
直
方
に
作
っ
た
会
議
所
で
あ
っ
た
。
筑
豊
の
炭
鉱
経
営
者
た
ち
が
集
ま

り
、
石
炭
の
価
格
調
整
や
輸
送
問
題
、
労
働
問
題
、
保
安
対
策
、
組
合
が
経
営
す

る
筑
豊
鉱
山
学
校
の
建
設
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
は
、

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
に
よ
り
明
治
四
十
五
（
１
９
１
２
）
年
に
作
ら
れ
た
木
造
の

坑
道
に
始
ま
り
、
大
正
九
（
１
９
２
０
）
年
ま
で
に
総
延
長
百
五
・
九
メ
ー
ト
ル

に
拡
張
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
（
１
９
６
８
）
年
の
閉
鎖
ま
で
に
延
べ
四
万
五
千
人

以
上
が
坑
内
災
害
発
生
時
の
救
護
練
習
を
受
講
し
た
、
平
成
二
十
八
（
２
０
１
６
）

年
か
ら
二
十
九
（
２
０
１
７
）
年
に
直
方
市
教
育
委
員
会
が
調
査
を
行
っ
た
。

「
筑
豊
炭
田
遺
跡
群
」
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
後
、
遺
跡
群
が
所
在
す
る
田
川
市

教
育
委
員
会
・
飯
塚
市
教
育
委
員
会
・
直
方
市
教
育
委
員
会
と
筑
豊
近
代
遺
産
研
究

会
は
、
こ
の
国
指
定
史
跡
の
内
容
と
価
値
に
つ
い
て
広
く
地
域
の
人
々
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
共
催
事
業
と
し
て
「
国
指
定
記
念
筑
豊
炭
田
遺
跡
群
リ
レ
ー
講
座
」

（
田
川
市
：
平
成
三
十
（
２
０
１
８
）
年
十
二
月
十
五
日
、
飯
塚
市
：
平
成
三
十
一

（
２
０
１
９
）
年
一
月
十
九
日
、
直
方
市
：
同
年
二
月
十
六
日
）
を
開
催
し
た
。
こ
の

報
告
は
、
そ
の
時
に
講
座
で
配
布
さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
か
ら
引
用
し
て
筑
豊
近
代
遺
産

研
究
会
会
員
の
玉
井
が
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
教
育
委
員
会
の
調
査
担
当
者
及
び
筑
豊
近
代

遺
産
研
究
会
の
皆
様
に
ご
教
示
・
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

注
一		

①
三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
跡
（
田
川
市
）、
②
目
尾
炭
坑
跡
（
飯
塚
市
）、
③
旧
筑

豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
及
び
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
（
直
方
市
）
の
内
容
に
つ

い
て
は
、「
月
刊
文
化
財
」
六
六
〇
号
（
平
成
三
十
（
２
０
１
８
）
年
九
月
発
行
、
文
化

庁
文
化
財
部
監
修
）
の
新
指
定
の
文
化
財
解
説
を
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
部　

三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
跡
（
田
川
市
）

第
一
章　

三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
跡
の
概
要

三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
（
伊
田
竪
坑
）
は
、
日
本
最
大
の
出
炭
量
を
誇
っ
た
筑

豊
炭
田
に
お
い
て
最
大
級
の
炭
鉱
だ
っ
た
三
井
田
川
鉱
業
所
の
主
力
坑
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
三
（
１
９
０
０
）
年
、
田
川
採
炭
組
の
鉱
区
等
を
買
収
し
た
三
井
鉱
山

は
田
川
開
発
の
切
り
札
と
し
て
明
治
三
十
八
（
１
９
０
５
）
年
か
ら
伊
田
竪
坑
の
開

削
に
着
手
し
た
。
第
一
竪
坑
（
利
用
深
度
三
百
十
四
メ
ー
ト
ル
、
上
部
の
竪
坑
櫓
が

現
存
）
と
第
二
竪
坑
（
利
用
深
度
三
百
四
十
九
メ
ー
ト
ル
）
が
明
治
四
十
三
（
１
９

１
０
）
年
ま
で
に
完
成
し
、
従
来
の
竪
坑
規
模
を
凌
駕
す
る
二
つ
の
大
型
竪
坑
は
当

時
、
製
鐵
所
二
瀬
中
央
坑
、
三
菱
方
城
炭
礦
と
と
も
に
日
本
三
大
竪
坑
と
称
さ
れ
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
は
新
た
に
稼
働
し
た
伊
加
利
坑
に
主
力
が
移
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
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命
後
の
昭
和
三
十
九
（
１
９
６
４
）
年
に
閉
山
し
た
が
、
伊
田
竪
坑
は
第
二
会
社
に

よ
っ
て
昭
和
四
十
四
（
１
９
６
９
）
年
ま
で
稼
働
を
続
け
た
。

閉
山
後
、
伊
田
竪
坑
跡
地
周
辺
は
「
石
炭
記
念
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
現
在

は
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
地
上
の
炭
鉱
施
設
は
竪
坑
櫓
一
基
と
煉
瓦
煙
突
二
基
（
国
登
録
文
化
財
）

を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
田
川
市
教
育
委
員
会
が
平
成
二
十
一
（
２
０
０
９
）

か
ら
二
十
七
（
２
０
１
５
）
年
度
に
実
施
し
た
伊
田
竪
坑
跡
地
等
の
発
掘
調
査
で
は
、

竪
坑
櫓
に
付
属
す
る
巻
上
機
室
や
煙
突
前
の
ボ
イ
ラ
ー
室
（
汽
缶
場
）
な
ど
の
施
設

の
基
礎
遺
構
や
、
隣
接
す
る
鉄
道
に
石
炭
を
排
出
し
た
選
炭
場
の
基
礎
が
良
好
な
状

態
で
地
下
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

第
二
章　

三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
跡
の
歴
史

伊
田
竪
坑
と
伊
田
斜
坑
を
合
わ
せ
て
伊
田
坑
と
称
し
て
い
る
。

明
治
三
十
三
（
１
９
０
０
）
年	

三
井
鉱
山
が
田
川
採
炭
組
の
鉱
区
等
を
買
収
し

伊
田
坑
と
す
る
。

明
治
三
十
八
（
１
９
０
５
）
年	

伊
田
竪
坑
の
開
削
に
着
手
す
る
。

明
治
四
十
二
（
１
９
０
９
）
年	

伊
田
斜
坑
の
右
斜
卸
を
開
坑
す
る
。

明
治
四
十
三
（
１
９
１
０
）
年	

伊
田
竪
坑
が
竣
工
す
る
。

大
正
六
（
１
９
１
７
）
年	

伊
田
斜
坑
の
左
斜
卸
を
開
坑
す
る
。

昭
和
二
十
六
（
１
９
５
１
）
年	

竪
坑
巻
上
機
を
蒸
気
巻
か
ら
電
気
巻
に
切
替
え
る
。

昭
和
三
十
九
（
１
９
６
４
）
年	

三
井
田
川
鉱
業
所
が
閉
山
す
る
。

	

伊
田
竪
坑
は
第
二
会
社
が
経
営
す
る
。

昭
和
四
十
四
（
１
９
６
９
）
年	

第
二
会
社
が
閉
山
す
る
。

第
三
章　

発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
（
２
０
０
９
）
年
度

�

汽
缶
場
お
よ
び
第
一
・
第
二
竪
坑
巻
上
機
室
の
一
部
で
基
礎
部
分
を
確
認
し
た
が
、

総
合
選
炭
機
室
の
遺
構
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

写真１・１　�伊田坑（伊田竪坑）配置図（昭和三十年代）〔田川市教育委員会所蔵〕
注：右の縦方向の点線は石炭とボタの流れ　左の横方向の点線は人の流れ
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平
成
二
十
二
（
２
０
１
０
）
年
度

�
斜
坑
本
斜
坑
口
の
関
連
軌
道
敷
跡
お
よ
び
斜
坑
右
斜
卸
坑
口
の
関
連
遺
構
を
検
出

し
た
。
斜
坑
東
半
分
で
設
定
し
た
調
査
区
で
は
、
斜
坑
関
連
施
設
の
建
物
基
礎
を

検
出
し
た
。

平
成
二
十
三
（
２
０
１
１
）
年
度

�

田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
「
山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
国
内
初

の
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
観
光
客
の
激
増
と
業
務
繁
忙
に
よ
り
調
査
を
一

時
中
断
し
た
。

平
成
二
十
四
（
２
０
１
２
）
年
度

�

伊
田
竪
坑
汽
缶
場
に
つ
い
て
は
、
創
業
期
（
明
治
末
期
）
か
ら
昭
和
二
十
年
代
ま

で
の
遺
構
が
確
認
で
き
、
汽
缶
場
の
範
囲
が
推
定
可
能
と
な
っ
た
。

�

ま
た
平
成
二
十
一
年
度
に
確
認
さ
れ
た
ボ
イ
ラ
ー
用
の
石
炭
集
炭
設
備
の
構
造
や

地
下
の
ガ
ラ
流
し
水
路
も
確
認
で
き
た
。

�

第
二
竪
坑
巻
上
機
室
で
は
、
蒸
気
巻
上
機
室
の
創
業
期
か
ら
の
遺
構
が
確
認
さ
れ

た
。
平
成
二
十
一
年
度
の
調
査
と
あ
わ
せ
て
、
第
二
竪
坑
巻
上
機
室
は
当
初
の
蒸

気
巻
上
機
室
が
電
気
巻
上
機
室
と
竪
坑
の
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
遺
構
か

ら
も
確
認
で
き
た
。

平
成
二
十
五
（
２
０
１
３
）
年
度

�

伊
田
竪
坑
選
炭
場
（
総
合
選
炭
機
室
）
の
遺
構
を
初
め
て
確
認
で
き
、
竪
坑
と
の

位
置
関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
第
一
竪
坑
巻
上
機
室
は
創
業
か
ら
昭
和
二
十
年

代
に
使
用
さ
れ
た
蒸
気
巻
上
機
室
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
後
続
す
る
電
気
巻
上
機

室
お
よ
び
現
存
す
る
竪
坑
櫓
と
の
位
置
関
係
の
推
定
が
可
能
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
六
（
２
０
１
４
）
年
度

�

斜
坑
選
炭
場
で
は
、
再
洗
機
室
と
昭
和
期
拡
張
部
分
に
関
連
す
る
遺
構
が
部
分
的

に
確
認
で
き
た
。

�

ま
た
卸
坑
口
で
は
、
大
部
分
が
閉
山
後
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
貼
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
の
下
部
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
に
調
査
し
た
煉
瓦
壁
に
連
な
る
遺
構
が
確
認
さ

れ
、
当
時
の
施
設
配
置
図
か
ら
本
卸
坑
口
入
口
部
分
の
遺
構
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
左
斜
卸
は
、
関
連
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
の
片
側
の
み
が
検
出
さ
れ
た
。

�

ま
た
右
斜
卸
で
は
坑
口
に
直
接
関
係
な
い
も
の
の
、
右
斜
卸
坑
口
の
南
側
に
あ
っ

た
炭
車
修
理
工
場
に
連
な
る
二
条
の
鉄
道
敷
な
ど
の
遺
構
が
確
認
で
き
た
。

平
成
二
十
七
（
２
０
１
５
）
年
度

�

第
三
十
七
ト
レ
ン
チ
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
確
認
さ
れ
た
溝
状
遺
構

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
切
ら
れ
て
お
り
、
建
物
の
変
遷
が
確
認
で
き
た
。

�

第
三
十
四
ト
レ
ン
チ
で
は
、
煉
瓦
敷
き
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
周
辺
か
ら
竪
坑
汽

缶
場
で
確
認
さ
れ
た
耐
火
煉
瓦
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
斜
坑
汽
缶
場

の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

第
四
章　

竪
坑
ボ
イ
ラ
ー
室
（
汽
缶
場
）

現
存
す
る
二
本
煙
突
に
付
属
す
る
施
設
で
、
最
大
十
二
基
の
大
型
ボ
イ
ラ
ー
が
明

治
三
十
八
（
１
９
０
５
）
年
か
ら
四
十
二
（
１
９
０
９
）
年
の
間
に
順
次
設
置
さ
れ

た
。
石
炭
を
燃
焼
し
て
作
ら
れ
た
蒸
気
は
パ
イ
プ
で
竪
坑
巻
上
機
室
に
送
ら
れ
て
、

竪
坑
内
を
昇
降
す
る
ケ
ー
ジ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）
の
動
力
と
な
っ
た
。
二
本
の
煙
突
は

ボ
イ
ラ
ー
燃
焼
時
に
発
生
す
る
黒
煙
を
吸
い
上
げ
て
空
中
へ
逃
が
す
役
割
を
果
た
す
。

竪
坑
ボ
イ
ラ
ー
室
は
、
現
在
の
石
炭
記
念
公
園
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
児
童
遊
園
の
砂

場
付
近
の
範
囲
に
二
本
煙
突
に
接
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
。

発
掘
調
査
で
は
、
ボ
イ
ラ
ー
用
の
石
炭
を
集
積
す
る
区
画
や
柱
の
基
礎
な
ど
が
確

認
さ
れ
、
煙
突
と
同
様
に
赤
煉
瓦
を
用
い
て
建
築
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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第
五
章　

竪
坑
巻
上
機
室

竪
坑
内
部
で
ケ
ー
ジ
を
昇
降
さ
せ
る
た
め
に
巻
綱
（
ロ
ー
プ
）
を
巻
き
上
げ
る
機

械
（
巻
上
機
）
を
設
置
し
た
施
設
で
あ
る
。
巻
上
機
室
は
櫓
の
脚
に
接
し
て
お
り
、

室
内
の
巻
上
機
か
ら
伸
び
た
巻
綱
は
櫓
頂
部
の
滑
車
を
経
由
し
て
、
竪
坑
内
の
ケ
ー

ジ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

写
真
は
蒸
気
巻
上
機
室
の
も
の
で
、
昭
和
二
十
六
（
１
９
５
１
）
年
か
ら
二
十
七

（
１
９
５
２
）
年
に
は
こ
の
南
西
側
に
隣
接
し
て
電
気
巻
上
機
室
が
設
置
さ
れ
た
。

発
掘
調
査
で
は
櫓
が
現
存
す
る
第
一
竪
坑
の
蒸
気
巻
上
機
室
と
電
気
巻
上
機
室
、

第
二
竪
坑
は
櫓
が
現
存
し
な
い
が
、
両
種
の
巻
上
機
室
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
特

に
公
園
ト
イ
レ
付
近
に
あ
っ
た
第
二
竪
坑
の
蒸
気
巻
上
機
室
で
は
、
巻
上
機
に
付
属

す
る
電
動
機
を
設
置
し
た
と
考
え
ら
れ
る
半
地
下
の
凸
状
区
画
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
一
竪
坑
巻
上
機
室
は
明
治
四
十
（
１
９
０
７
）
年
に
据
え
付
け
に
着
手
し
、
明

治
四
十
二
（
１
９
０
９
）
年
に
本
格
的
な
使
用
を
開
始
し
た
。

第
二
竪
坑
巻
上
機
室
は
明
治
四
十
三
（
１
９
１
０
）
年
に
据
え
付
け
を
行
い
、
四

十
四
（
１
９
１
１
）
年
か
ら
本
運
転
を
始
め
た
。

第
六
章　

竪
坑
選
炭
機
室

選
炭
機
室
（
選
炭
場
）
は
採
掘
し
た
石
炭
を
不
要
な
岩
（
ボ
タ
）
と
選
別
し
た
り

あ
る
い
は
石
炭
の
大
き
さ
等
で
分
類
を
行
う
場
所
で
、
伊
田
竪
坑
の
選
炭
機
室
は
大

正
二
（
１
９
１
３
）
年
に
完
成
し
た
。

出
炭
量
の
増
加
に
伴
っ
て
、
大
正
年
間
の
水
洗
機
設
置
な
ど
を
中
心
に
選
炭
機
の

改
良
工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
。

昭
和
三
十
三
（
１
９
５
８
）
年
に
は
総
合
選
炭
機
が
完
成
し
て
、
伊
加
利
坑
か
ら

の
石
炭
と
あ
わ
せ
て
選
炭
さ
れ
た
。

写真１・２　�竪坑ボイラー室の遺構〔田川市教育
委員会所蔵〕

写真１・３　�第二竪坑蒸気巻上機室の遺構〔田川
市教育委員会所蔵〕
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伊
田
竪
坑
の
選
炭
機
室
は
現
存

す
る
第
一
竪
坑
櫓
の
北
側
に
あ

り
、
発
掘
調
査
で
は
総
合
選
炭
機

室
南
端
の
基
礎
の
一
部
（
昭
和
三

十
年
代
）
が
確
認
さ
れ
た
。

有
名
な
「
炭
坑
節
」
は
、
伊
田

竪
坑
の
選
炭
場
で
唄
わ
れ
て
い
た

仕
事
唄
が
原
曲
と
言
わ
れ
て
お

り
、
こ
こ
は
炭
坑
節
発
祥
の
施
設

と
い
え
る
。

注
二		

三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
跡

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
田
川
市

教
育
委
員
会
発
行
の
「
三
井
田

川
鉱
業
所
伊
田
坑
跡
」
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部　

目
尾
炭
坑
跡
（
飯
塚
市
）

第
一
章　

目
尾
炭
坑
跡
の
歴
史

明
治
五
（
１
８
７
２
）
年		


麻
生
太
吉
に
よ
っ
て
開
坑
さ
れ
、「
目
尾
御
用
炭
」

と
名
付
け
ら
れ
初
め
て
汽
船
の
焚
料
と
し
て
使
用
さ

れ
た
。

明
治
十
三
（
１
８
８
０
）
年		



杉
山
徳
三
郎
に
譲
渡
。
杉
山
は
十
二
月
八
日
ス
ペ

シ
ャ
ル
ポ
ン
プ
の
試
運
転
に
成
功
。

明
治
十
四
（
１
８
８
１
）
年		



杉
山
は
筑
豊
で
初
め
て
蒸
気
機
関
に
よ
る
機
械
的

採
掘
に
成
功
し
た
。
こ
の
成
功
し
た
事
実
に
つ
い
て

は
多
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
十
八
（
１
８
８
５
）
年		



深
さ
百
八
十
尺
（
五
十
五
ｍ
）
ま
で
竪
坑
の
掘
削

に
成
功
し
た
。
掘
り
出
さ
れ
た
石
炭
は
近
く
の
遠
賀

川
岸
ま
で
炭
車
で
運
ば
れ
、
川
艜
に
積
み
込
ま
れ
、

遠
賀
川
を
下
り
河
口
の
若
松
港
ま
で
運
ば
れ
た
。

明
治
二
十
二
（
１
８
８
９
）
年
・
明
治
二
十
四
（
１
８
９
１
）
年

		


遠
賀
川
氾
濫
で
浸
水
し
休
業
。

明
治
二
十
六
（
１
８
９
３
）
年	

筑
豊
興
業
鉄
道
が
小
竹
か
ら
飯
塚
ま
で
開
通
。

明
治
二
十
七
（
１
８
９
４
）
年	

杉
山
松
太
郎
（
徳
三
郎
の
甥
）
へ
譲
渡
。
そ
の
後

は
彼
と
吉
岡
年
次
郎
が
経
営
し
、
鋭
意
排
水
に
努
め

た
。
筑
豊
鉄
道
が
小
竹
か
ら
分
岐
し
幸
袋
ま
で
開
通

し
た
の
で
鉄
道
で
運
搬
さ
れ
た
。

明
治
二
十
九
（
１
８
９
６
）
年	

古
河
市
兵
衛
が
塩
頭
坑
（
鉱
区
五
万
坪
）、
勝
野
坑

（
鉱
区
三
十
八
万
坪
）、
目
尾
坑
（
鉱
区
二
十
一
万
五

千
坪
）、
沓
抜
坑
（
鉱
区
四
万
七
千
坪
）
を
買
収
。
市

兵
衛
は
こ
れ
ら
四
坑
を
統
一
し
、
目
尾
炭
鉱
と
し
て

経
営
に
あ
た
っ
た
。

明
治
三
十
（
１
８
９
７
）
年		



七
坑
あ
っ
た
が
、
主
と
し
て
第
三
坑
で
採
掘
、
第

一
坑
は
竪
坑
で
明
治
二
十
九
年
か
ら
休
止
し
排
水
工

事
中
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
二
（
１
８
９
９
）
年	

筑
豊
地
区
の
下
山
田
・
目
尾
（
勝
野
）・
太
田
の
三

炭
鉱
を
所
管
す
る
西
部
鉱
業
所
を
設
置
。

明
治
三
十
八
（
１
９
０
５
）
年	

三
月
二
十
一
日
に
古
河
鉱
業
株
式
会
社
設
立
。
勝

写真１・４　竪坑選炭機室の遺構〔田川市教育委員会所蔵〕
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野
坑
・
沓
抜
坑
を
明
治
三
十
八
年
十
月
と
十
二
月
に

そ
れ
ぞ
れ
廃
坑
と
し
、
目
尾
坑
・
塩
頭
坑
に
よ
っ
て

稼
働
す
る
こ
と
に
改
め
た
。

明
治
三
十
九
（
１
９
０
６
）
年	

六
月
に
目
尾
発
電
所
を
建
設
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

従
来
蒸
気
機
関
に
依
存
し
て
い
た
運
搬
・
排
水
・
通
気

な
ど
の
原
動
力
を
電
力
に
改
め
た
。
十
月
に
付
近
の

九
鉱
区
を
買
収
、
新
坑
開
発
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
。

明
治
四
十
一
（
１
９
０
８
）
年	
排
気
兼
蒸
気
鉄
管
竪
坑
（
第
一
坑
・
字
仲
田
）、
巻

揚
兼
入
気
斜
坑
（
字
山
の
谷
）、
鉱
夫
昇
降
兼
入
気
斜

坑
（
字
山
の
谷
）、
排
気
斜
坑
（
字
山
の
谷
）
が
あ

り
、
山
の
谷
の
山
上
に
給
水
場
を
設
け
、
遠
賀
川
の

流
水
を
引
き
、
こ
れ
を
ろ
過
し
て
役
宅
・
納
屋
・
な

ら
び
に
付
近
村
落
に
配
給
し
た
。

大
正
六
（
１
９
１
７
）
年		



出
炭
量
五
十
万
ト
ン
。（
大
正
六
年
ま
で
は
古
河
の

炭
鉱
の
中
で
最
も
出
炭
最
多
）

昭
和
四
（
１
９
２
９
）
年		



目
尾
坑
採
掘
中
止
。
そ
の
後
目
尾
坑
の
採
掘
跡
は

硬
積
お
よ
び
澱
砂
で
水
力
充
填
。

第
二
章　

発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て

平
成
二
十
（
２
０
０
８
）
年
度		



竪
坑
推
定
地
周
辺
の
地
表
下
の
調
査（
三
月
か
ら
）

平
成
二
十
一
（
２
０
０
９
）
年
度	

竪
坑
推
定
地
の
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
深
部
の
調
査
、

地
表
下
約
三
ｍ
に
お
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
蓋
、
そ

の
北
側
に
は
煉
瓦
積
の
方
形
台
座
の
存
在
を
確
認
。

平
成
二
十
二
（
２
０
１
０
）
年
度	

現
況
と
し
て
残
っ
て
い
る
西
端
部
の
調
査
（
一

部
ト
レ
ン
チ
）。

平
成
二
十
三
（
２
０
１
１
）
年
度	

竪
坑
推
定
地
と
そ
の
周
辺
に
存
在
す
る
汽
罐

場
・
煙
突
の
確
認
調
査
。

		


竪
坑
跡
に
隣
接
す
る
煉
瓦
積
凸
形
状
台
座
と
近
接

し
て
煉
瓦
積
方
形
台
座
が
検
出
さ
れ
た
。

		


ま
た
、
竪
坑
の
約
四
十
ｍ
北
西
で
は
汽
罐
場
に
伴

う
も
の
と
み
ら
れ
る
平
面
形
が
八
角
形
を
呈
す
る
煙

突
を
検
出
。

平
成
二
十
四
（
２
０
１
２
）
年
度	

電
気
に
よ
る
動
力
を
起
こ
し
た
施
設
（
煙
突
・

汽
罐
場
・
発
電
所
）
の
確
認
調
査
、
直
径
八
ｍ
の
円

形
煙
突
の
台
座
部
分
や
発
電
所
の
も
の
と
み
ら
れ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
面
を
検
出
。

平
成
二
十
五
（
２
０
１
３
）
年
度	

現
況
と
し
て
残
っ
て
い
る
東
端
部
の
調
査
（
一

部
ト
レ
ン
チ
）。

		


竪
坑
跡
の
西
側
に
お
い
て
煉
瓦
基
礎
の
建
物
跡
や

直
径
〇
・
六
ｍ
の
二
本
の
土
管
を
設
置
す
る
煉
瓦
積

台
座
を
検
出
。
坑
内
に
た
ま
っ
た
水
を
遠
賀
川
へ
排

水
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

平
成
二
十
六
（
２
０
１
４
）
年
度	

竪
坑
推
定
地
の
西
側
の
調
査
。

平
成
二
十
七
（
２
０
１
５
）
年
度	

竪
坑
推
定
地
の
南
側
の
調
査
、
発
掘
調
査
報
告

書
作
成
、
竪
坑
推
定
地
の
南
側
に
お
い
て
平
面
幅
七
・

三
ｍ
、
長
さ
約
十
ｍ
を
測
る
煉
瓦
敷
（
給
水
ポ
ン
プ

座
）
を
確
認
。
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第
三
章　

発
掘
さ
れ
た
遺
構
に
つ
い
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
蓋
に
つ
い
て
は
形
状
が
凸
状
を
呈
し
て
お
り
、
五
・
六
ｍ
×
四
・

〇
ｍ
の
方
形
部
に
長
さ
一
・
一
五
ｍ
～
一
・
二
ｍ
、
幅
二
・
二
ｍ
の
凸
部
が
付
い
た

規
模
で
あ
る
。
厚
さ
は
約
〇
・
六
ｍ
を
測
る
。

吉
原
正
道
「
長
崎
県
下
・
福

岡
県
下
炭
山
報
告
」
か
ら
竪
坑

の
規
模
は
三
・
三
ｍ
×
二
ｍ
と

あ
る
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
の

方
が
大
き
い
た
め
蓋
を
す
る
に

は
十
分
で
あ
る
。

煉
瓦
製
台
座
に
つ
い
て
は
、

東
京
大
学
の
学
生
に
よ
る
実
習

報
告
に
古
河
鉱
業
所
の
作
成
し

た
設
計
図
が
残
さ
れ
て
お
り
、

検
出
し
た
煉
瓦
製
の
遺
構
と
一

致
す
る
。

ま
た
設
計
図
に
は
立
面
図
も

書
か
れ
て
お
り
、
凸
形
の
台
座

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
蓋
の
下
か

ら
出
る
排
気
を
外
へ
送
り
出
す

た
め
の
扇
風
機
、
方
形
の
台
座
は
モ
ー
タ
ー
状
の
も
の
で
電
動
機
が
設
置
し
て
あ
っ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
排
気
孔
の
状
況
が
実
習
報
告
の
中
に
模
式
図
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
節　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
蓋

表
土
か
ら
一
・
三
ｍ
～
一
・
九
ｍ
下
で
検
出
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
蓋
は
東
側

に
突
出
部
を
有
す
る
凸
形
を
呈
し
、
方
形
部
は
三
・
九
ｍ
×
四
・
六
ｍ
、
突
出
部
は

二
・
二
ｍ
×
一
・
二
ｍ
を
測
る
。
東
西
方
向
は
ほ
ぼ
水
平
だ
が
、
南
北
方
向
は
約
〇
・

七
ｍ
の
高
低
差
が
あ
り
、
北
へ
下
が
っ
て
い
る
。

写真２・２　�コンクリート蓋および煉瓦製台座〔飯塚市教育委員会所蔵〕
注：左はコンクリート蓋、中央は煉瓦積凸形状台座、右は煉瓦積方形台座

写真２・１　目尾炭坑跡の全景〔飯塚市教育委員会所蔵〕
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
蓋
の
高
さ
は
一
・
〇
ｍ
を
測
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
の
下
に
は

破
砕
さ
れ
た
煉
瓦
、
〇
・
五
ｍ
～
一
・
〇
ｍ
の
石
、
黄
褐
色
土
層
（
湧
水
）
が
人
為

的
に
埋
め
戻
さ
れ
た
状
況
で
確
認
さ
れ
た
。

第
二
節　

煉
瓦
積
凸
形
状
台
座

方
形
部
（
三
・
六
五
ｍ
×
二
・
八
ｍ
）
と
東
側
に
突
出
し
た
突
出
部
（
一
・
九
ｍ

×
一
・
九
ｍ
）
か
ら
な
る
。
髙
さ
は
方
形
部
が
〇
・
七
五
ｍ
、
突
出
部
は
一
・
三
五

ｍ
を
測
る
。
方
形
部
は
や
や
平
坦
で
あ
る
。
突
出
部
は
東
側
の
〇
・
八
ｍ
部
分
は
平

坦
と
思
わ
れ
る
が
、
方
形
部
側
の
約
一
・
〇
ｍ
、
高
さ
〇
・
七
ｍ
分
は
斜
面
を
呈
し

て
い
る
。

方
形
部
に
は
〇
・
二
五
ｍ
角
、
深
さ
〇
・
三
ｍ
～
〇
・
四
ｍ
の
穴
が
四
カ
所
あ
る
。

こ
の
穴
を
利
用
し
て
扇
風
機
を
固
定
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
当
時
の
設
計
図

が
発
見
さ
れ
、
平
面
図
と
断
面
図
が
あ
り
、
設
置
さ
れ
て
い
た
扇
風
機
は
髙
さ
約
五
・

二
ｍ
を
測
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
台
座
方
形
部
に
は
「
大
日
本
Ｂ.

Ｃ.

Ｈ.

Ｊ.

」

の
刻
印
を
有
す
る
煉
瓦
、
台
座
下
部
に
は
「
サ
ヌ
キ
」
の
文
字
が
あ
る
。

第
三
節　

煉
瓦
積
方
形
台
座

凸
形
状
台
座
の
東
先
端
か
ら
二
・
三
ｍ
東
に
位
置
す
る
。
平
面
が
方
形
を
呈
し
、

上
面
は
二
・
〇
五
ｍ
×
一
・
五
ｍ
、
基
部
は
二
・
八
五
ｍ
×
二
・
三
五
ｍ
、
高
さ
は

上
部
で
〇
・
六
五
ｍ
、
基
部
は
〇
・
三
ｍ
を
測
る
。

上
面
の
中
心
部
に
長
さ
四
ｃ
ｍ
四
方
の
穴
が
四
カ
所
存
在
す
る
。
当
時
の
設
計
図

か
ら
こ
の
穴
の
位
置
が
電
動
機
を
固
定
す
る
部
分
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
設
計
図
の

断
面
か
ら
発
動
機
は
調
査
で
検
出
し
た
煉
瓦
積
よ
り
更
に
〇
・
六
ｍ
上
に
煉
瓦
積
が

あ
り
、
そ
の
上
に
電
動
機
が
据
え
付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

第
四
節　

八
角
形
煙
突

煙
突
部
分
の
現
存
高
は
一
・
五
ｍ
、
台
座
は
全
面
確
認
し
た
深
さ
は
〇
・
七
ｍ
の

十
段
積
で
、
南
側
は
更
に
掘
り
下
げ
、
上
面
か
ら
は
一
・
七
五
ｍ
の
二
十
四
段
積
を

確
認
し
た
。
そ
の
下
は
〇
・
一
五
ｍ
の
二
段
積
が
三
段
分
、
そ
れ
ぞ
れ
約
〇
・
一
ｍ

～
〇
・
一
八
ｍ
手
前
に
出
て
い
る
。

台
座
の
外
形
は
一
辺
一
・
九
ｍ
、
幅
は
四
・
四
ｍ
を
測
る
。
台
座
か
ら
煙
突
へ
は

〇
・
六
ｍ
内
側
に
入
り
込
む
が
、
そ
の
幅
は
煉
瓦
に
よ
っ
て
階
段
状
を
呈
し
て
お
り
、

そ
の
表
面
は
モ
ル
タ
ル
を
塗
っ
て
い
る
。

煙
突
の
外
形
は
一
辺
一
・
二
五
ｍ
～
一
・
三
ｍ
を
測
る
。
幅
は
三
ｍ
を
測
る
。
煙

突
の
壁
の
厚
さ
は
〇
・
八
五
ｍ
を
測
る
。
ま
た
、
煙
突
の
南
側
が
一
辺
分
約
一
・
二

ｍ
分
開
い
て
い
て
、
汽
罐
場
か
ら
の
連
絡
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
節　

円
形
煙
突
台
座

直
径
約
八
ｍ
の
煙
突
の
台
座
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
約
〇
・
六
ｍ
、
九
段
の

煉
瓦
を
積
み
上
げ
た
後
に
〇
・
六
ｍ
内
側
に
煙
突
の
外
形
が
一
部
残
っ
て
い
る
。
外

写真２・３　八角形煙突〔飯塚市教育委員会所蔵〕
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形
の
直
径
は
約
七
ｍ
を
測
る
。

現
在
残
っ
て
い
る
台
座
上
部
の
内
側
に
は
鉄
柱
が
十
二
本
円
形
状
に
等
間
隔
で
配

置
し
て
お
り
、
こ
の
鉄
柱
が
煙
突
の
壁
の
内
側
と
推
定
す
る
な
ら
ば
、
煙
突
の
内
径

は
約
三
・
七
ｍ
と
な
り
、
煙
突
の
下
部
の
壁
の
厚
さ
は
約
一
・
五
ｍ
を
測
る
。

注
三		

目
尾
炭
坑
跡
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
飯
塚
市
教
育
委
員
会
発
行
の
「
目
尾
炭
坑
跡
」

か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
三
部　

�

旧
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
及
び
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
（
直

方
市
）

第
一
章　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
誕
生

明
治
二
（
１
８
６
９
）
年
、
新
政
府
に
よ
る
鉱
山
開
放
が
行
わ
れ
る
と
、
多
く
の

事
業
者
が
炭
坑
を
乱
掘
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
弊
害
を
無
く
す
た
め
、
政

府
は
同
業
組
合
を
作
る
よ
う
促
し
、
明
治
十
八
（
１
８
８
５
）
年
、
日
本
で
初
め
て

結
成
さ
れ
た
近
代
的
な
同
業
組
合
が
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
で
あ
る
。

明
治
四
十
一
（
１
９
０
８
）
年
九
月
、
組
合
の
常
議
員
で
あ
っ
た
麻
生
太
吉
か
ら
、

直
方
に
「
本
組
合
議
事
堂
兼
支
部
」
の
建
設
が
提
案
さ
れ
た
。
当
時
、
組
合
本
部
は

若
松
に
あ
っ
た
が
、
飯
塚
・
田
川
な
ど
遠
賀
川
水
系
上
流
域
に
住
む
炭
鉱
経
営
者
に

と
っ
て
は
洞
海
湾
に
面
し
た
若
松
の
地
は
遠
く
、
直
方
に
会
議
拠
点
を
置
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
経
緯
に
よ
り
、
明
治
四
十
三
（
１
９
１
０
）
年
に
建
設
さ
れ
た
の
が
筑

豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
で
現
在
の
石
炭
記
念
館
本
館
で
あ
る
。
木
造
二
階
建

て
、
瓦
葺
の
洋
風
建
築
で
、
平
成
二
十
八
（
２
０
１
６
）
年
度
に
直
方
市
教
育
委
員

会
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
り
棟
札
が
発
見
さ
れ
、
長
瀬
兵
馬
（
な
が
せ
ひ
ょ
う
ま
）

が
設
計
し
、
現
在
の
鴻
池
組
（
こ
う
の
い
け
ぐ
み
）
が
施
工
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

二
階
に
は
広
い
会
議
室
が
あ
り
、
こ
の
場
所
に
貝
島
太
助
・
麻
生
太
吉
・
安
川
敬

一
郎
を
始
め
と
す
る
地
元
の
炭
鉱
経
営
者
や
、
三
菱
・
三
井
・
古
河
な
ど
中
央
資
本

の
現
地
責
任
者
が
集
い
、
炭
鉱
経
営
・
石
炭
輸
送
・
鉱
山
保
安
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
課
題
に
つ
い
て
激
論
を
戦
わ
せ
た
。

大
正
時
代
の
採
炭
制
限
に
よ
る
炭
価
調
整
は
、
後
に
石
炭
鉱
業
連
合
会
に
よ
っ
て

全
国
に
広
が
り
、
日
本
の
近
代
経
済
史
上
で
も
特
筆
さ
れ
る
。

若
松
な
ど
の
貯
炭
場
に
石
炭
が
余
り
始
め
る
と
炭
価
が
下
落
す
る
の
で
、
送
炭
や

出
炭
を
制
限
し
、
価
格
を
調
整
し
た
。
現
在
、
原
油
価
格
の
高
下
に
よ
っ
て
世
界
中

が
一
喜
一
憂
す
る
よ
う
に
当
時
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
が
直
方
で
行
っ
た
炭
価
調
整

に
日
本
中
が
注
目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

写真３・１　�旧筑豊石炭鉱業組合直方会議所（現直方市
石炭記念館本館）〔直方市教育委員会所蔵〕
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第
二
章　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
の
重
要
性

直
方
会
議
所
（
現
石
炭
記
念
館
本
館
）
は
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

全
国
が
注
目
し
た
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
多
く
の
会
議
が
行

わ
れ
た
場
所
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
明
治
四
十
三
（
１
９
１
０
）
年

九
月
か
ら
昭
和
九
（
１
９
３
４
）
年
四
月
ま
で
の
間
に
、
こ
の
場
所
で
総
会
は
二
十

八
回
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
執
行
部
の
議
決
が
行
わ
れ
た
常
議
員
会
は
、
直

方
会
議
所
完
成
後
の
二
百
二
十
九
回
の
定
例
常
議
員
会
の
う
ち
、
百
二
十
五
回
が
直

方
会
議
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
完
成
後
の
九
十
五
回
の
臨
時
常
議

員
会
の
う
ち
、
四
十
回
が
直
方
会
議
所
で
開
催
さ
れ
て
い
て
合
計
百
六
十
五
回
の
常

議
員
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
場
所
で
討
議
さ
れ
た
議
題
は
、
石
炭
運
輸
問
題
・
鉱
山
保
安
問
題
・
鉱
業
法

制
問
題
・
鉱
夫
労
役
取
締
規
則
の
改
正
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
特
に
前
章
で

触
れ
た
大
正
期
の
採
炭
制
限
に
よ
る
炭
価
調
整
は
、
後
に
全
国
組
織
の
石
炭
鉱
業
連

合
会
に
よ
っ
て
広
が
り
、
日
本
の
近
代
経
済
史
上
で
も
特
筆
さ
れ
る
。
な
お
、
石
炭

鉱
業
連
合
会
の
初
代
会
長
は
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
総
長
を
経
験
し
た
麻
生
太
吉

が
務
め
た
。

総
会
や
常
議
員
会
以
外
に
も
、
水
運
部
評
議
員
会
・
筑
豊
鉱
山
学
校
評
議
員
会
な

ど
が
直
方
会
議
所
で
開
か
れ
て
お
り
、
若
松
の
組
合
本
部
事
務
所
、
九
州
鉄
道
な
ど

と
共
同
出
資
で
運
営
さ
れ
た
門
司
倶
楽
部
と
と
も
に
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
進
む

べ
き
道
を
決
め
る
た
め
の
協
議
が
行
わ
れ
た
建
物
で
あ
る
。
組
合
本
部
事
務
所
お
よ

び
門
司
倶
楽
部
は
い
ず
れ
も
現
存
し
て
お
ら
ず
、
当
直
方
会
議
所
は
こ
れ
ら
の
中
で

現
存
す
る
唯
一
の
建
物
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

若
松
の
組
合
本
部
事
務
所
と
門
司
倶
楽
部
は
社
交
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
機
能
も
備
え

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
直
方
会
議
所
は
当
初
純
粋
に
会
議
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
建
造
当
初
か
ら
炭
鉱
事
故
に
備
え
る
救
命
器
の
保
管

庫
を
設
け
て
お
り
、
明
治
四
十
五
（
１
９
１
２
）
年
以
降
、
順
次
模
擬
坑
道
と
そ
の

周
辺
設
備
が
拡
充
さ
れ
、
救
護
練
習
施
設
や
そ
の
事
務
所
と
し
て
の
色
彩
を
強
め
て

い
っ
た
。

直
方
会
議
所
は
昭
和
九
（
１
９
３
４
）
年
の
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
発
足
後
も
会
議
所

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
回
数
は
次
第
に
減
少
し
、
む
し
ろ
救
護
練
習
所

に
お
け
る
講
座
室
や
事
務
室
と
し
て
の
利
用
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。

第
三
章　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
周
辺
が
炭
坑
保
安
の
拠
点
へ

炭
坑
を
掘
る
技
術
が
進
化
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
よ
り
ず
っ
と
深
い
と
こ
ろ
ま
で
坑

道
を
延
ば
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
明
治
三
十
年
代
に
は
深
さ
二
百
ｍ
を
超
え
、

四
十
年
代
に
は
三
百
六
十
ｍ
を
超
え
る
竪
坑
が
掘
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
深
い
炭
坑
が
増
え
る
こ
と
は
、
爆
発
性
ガ
ス
の
発
生
が
増
加
す
る
だ
け
で
な
く
、

落
盤
や
出
水
、
爆
発
、
火
災
な
ど
の
災
害
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
三
十
年
代
に

は
二
百
～
三
百
人
が
一
度
に
亡
く
な
る
よ
う
な
大
き
な
事
故
が
複
数
発
生
し
始
め
た
。

こ
う
し
た
中
、
明
治
四
十
（
１
９
０
７
）
年
四
月
穂
波
郡
の
住
友
忠
隈
炭
鉱
で
発

生
し
た
坑
内
火
災
に
お
い
て
、
わ
が
国
で
初
め
て
ド
イ
ツ
製
ド
レ
ー
ガ
ー
式
救
命
器

（
酸
素
マ
ス
ク
）
が
使
用
さ
れ
、
消
火
作
業
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
明
治
炭
鉱

の
技
術
者
の
石
渡
信
太
郎
が
提
言
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
筑
豊
石
炭
鉱

業
組
合
が
高
額
な
救
命
器
を
購
入
し
、
直
方
会
議
所
建
設
の
際
、
隣
接
し
て
土
蔵
を

設
置
し
、
救
命
器
を
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
倉
庫
が
現
在
「
石
炭
化
学
館
」

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
建
物
の
前
身
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
石
炭
記
念
館
本
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
１
９
０
７
年
ド
イ
ツ
製
ド
レ
ー
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ガ
ー
式
救
命
器
は
国
内
最
古
の
も
の
で
、
同
型
の
も
の
は
他
に
東
京
大
学
に
一
台
し

か
な
い
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

炭
坑
で
の
大
事
故
は
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
経
営
者
に
も
大
き
な

打
撃
を
与
え
る
。
組
合
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
海
外
先
進
地
の
炭
坑
保
安
技
術
に
強
い

関
心
を
示
し
て
お
り
、
明
治
四
十
四
（
１
９
１
１
）
年
に
は
常
議
員
で
あ
っ
た
松
本

健
次
郎
が
ド
イ
ツ
の
炭
坑
保
安
施
設
を
視
察
し
て
い
る
。

さ
て
、
高
額
な
救
命
器
も
欠
陥
が
あ
っ
て
は
役
に
立
た
な
い
し
、
そ
の
使
い
方
も

周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
合
は
明
治
四
十
五
（
１
９
１
２
）
年
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
式
マ
ス
ク
の
気
密
検
査
を
す
る
と
と
も
に
、
練
習
会
を
開
催
す
る
た
め
の
非
常
用

器
具
練
習
室
を
直
方
会
議
所
の
裏
手
に
建
設
し
た
。
そ
の
規
模
は
内
法
（
う
ち
の
り
）

で
長
さ
九
・
二
ｍ
、
幅
一
・
八
ｍ
、
高
さ
一
・
七
ｍ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
国
内
最
初
の
救
護
練
習
用
の
模
擬
坑
道
で
あ
る
。

大
正
三
（
１
９
１
４
）
年
十
二
月
に
は
犠
牲
者
六
百
八
十
七
人
を
出
す
と
い
う
三
菱

方
城
炭
礦
の
爆
発
事
故
が
発
生
し
た
。
同
年
十
一
月
に
は
北
海
道
の
若
鍋
炭
砿
で
も

大
爆
発
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
年
の
炭
坑
事
故
の
犠
牲
者
は
千
人
を
超
え
た
。

こ
の
こ
と
を
重
く
見
た
政
府
は
石
炭
坑
爆
発
取
締
規
則
を
定
め
、
危
険
な
炭
坑
で

は
救
護
隊
を
組
織
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。
ま
た
、
安
全
灯
の
不
備
が
爆
発
事
故

の
一
因
で
あ
っ
た
た
め
、
組
合
と
政
府
は
共
同
し
て
安
全
灯
試
験
場
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
、
翌
大
正
四
（
１
９
１
５
）
年
五
月
、
直
方
会
議
所
に
隣
接
す
る
御
館
山

の
山
頂
に
試
験
場
を
開
設
し
た
。
大
正
六
（
１
９
１
７
）
年
十
一
月
に
は
爆
発
試
験

坑
道
を
増
築
し
、
名
称
も
石
炭
坑
爆
発
予
防
調
査
所
に
改
称
し
た
。

こ
う
し
て
、
直
方
会
議
所
周
辺
は
筑
豊
炭
田
に
お
け
る
炭
坑
保
安
の
拠
点
と
な
っ

て
い
っ
た
。

第
四
章　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
の
特
徴

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
四
十
五
（
１
９
１
２
）
年
に
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合

直
方
会
議
所
の
裏
手
に
で
き
た
非
常
用
器
具
練
習
室
が
わ
が
国
最
初
の
炭
坑
事
故
に

備
え
た
救
護
練
習
用
模
擬
坑
道
で
あ
る
。
大
正
四
（
１
９
１
５
）
年
に
頻
発
す
る
大

事
故
を
受
け
て
定
め
ら
れ
た
石
炭
坑
爆
発
取
締
規
則
に
よ
っ
て
、
危
険
な
炭
坑
で
は

救
護
隊
を
組
織
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
規
則
は
五
年
間
の
猶
予
期
間

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
救
護
隊
の
設
備
や
組
織
を
整
備
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
た
。

猶
予
期
間
が
終
わ
る
大
正
九
（
１
９
２
０
）
年
に
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
、
非
常

用
器
具
練
習
室
の
上
段
部
分
に
全
長
約
六
十
五
ｍ
に
及
ぶ
煉
瓦
造
り
の
模
擬
坑
道
を

新
設
し
た
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
部
分
は
当
時
最
新
鋭
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で

あ
っ
た
。
国
内
の
最
先
進
地
で
あ
り
、
多
く
の
炭
坑
が
密
集
す
る
筑
豊
地
区
で
は
、

全
国
の
模
範
と
な
る
練
習
施
設
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
坑
道
内
で
火

災
を
想
定
し
て
火
を
焚
い
て
も
焼
け
る
こ
と
の
な
い
煉
瓦
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
用
い

ら
れ
た
。

大
正
十
二
（
１
９
２
３
）
年
に
組
合
は
従
来
の
救
助
器
練
習
会
を
変
更
し
て
、
筑

豊
石
炭
鉱
業
組
合
救
護
練
習
所
を
組
織
し
た
。
こ
の
年
、
上
段
部
分
の
煉
瓦
坑
道
と

従
来
の
非
常
用
器
具
練
習
室
を
つ
な
ぐ
傾
斜
二
十
度
の
木
造
の
斜
坑
が
増
築
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
模
擬
坑
道
は
増
築
を
重
ね
、
よ
り
充
実
し
た
設
備
と
な
っ
て
い
っ
た
。

模
擬
坑
道
に
は
実
戦
さ
な
が
ら
の
救
護
練
習
が
可
能
な
よ
う
、
坑
内
の
温
度
を
上

昇
さ
せ
、
煙
を
発
生
さ
せ
る
暖
房
設
備
、
通
気
坑
と
坑
道
の
交
差
す
る
個
所
に
設
置

さ
れ
る
風
橋
と
呼
ば
れ
る
橋
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
行
わ
れ
た
救
護
練
習
と

し
て
は
救
命
器
使
用
練
習
・
落
盤
個
所
復
旧
の
た
め
の
枠
入
れ
練
習
・
被
災
個
所
に

新
鮮
な
空
気
を
送
り
込
む
た
め
の
張
出
練
習
・
有
毒
ガ
ス
を
検
知
す
る
た
め
の
練
習
・
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被
災
者
搬
送
練
習
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
十
（
１
９
３
５
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
五
十
年
史
」
に
は

「
即
ち
本
会
救
護
練
習
所
の
事
業
は
、
全
国
に
未
だ
か
つ
て
例
を
見
ざ
る
歴
史
と
設
備

を
兼
有
す
る
も
の
で
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
全
国
各
地
に
作
ら
れ
た
模
擬
坑

道
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

救
護
練
習
所
は
、
主
に
組
合
傘
下
の
炭
鉱
か
ら
選
抜
さ
れ
た
救
護
隊
員
の
練
習
を

行
っ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
い
て
は
、
県
内
で
は
糟
屋
海
軍
炭
鉱
、

早
良
炭
鉱
、
国
内
で
は
三
菱
大
夕
張
炭
鉱
、
京
都
帝
国
大
学
学
生
、
更
に
海
外
で
は

旅
順
工
科
学
堂
生
が
訓
練
を
行
っ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
炭
坑
保
安
の
最
先
進

地
で
あ
っ
た
直
方
に
全
国
各

地
は
も
と
よ
り
、
中
国
大
陸

か
ら
も
練
習
生
が
訪
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
御
館
山
に
あ
っ
た

石
炭
坑
爆
発
予
防
調
査
所

は
、
実
験
時
の
騒
音
に
対
す

る
苦
情
の
た
め
昭
和
三
（
１

９
２
８
）
年
に
、
大
正
八

（
１
９
１
９
）
年
に
頓
野
に

組
合
が
開
校
し
た
筑
豊
鉱
山

学
校
（
後
の
福
岡
県
立
筑
豊

工
業
高
校
）
の
離
接
地
に
移

転
し
て
、
跡
地
は
多
賀
公
園

と
な
っ
た
。

第
五
章　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
と
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
の
そ
の
後

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
、
利
害
関
係
か
ら
昭
和
八
（
１
９
３
３
）
年
か
ら
昭
和
九

（
１
９
３
４
）
年
に
大
手
炭
鉱
か
ら
な
る
「
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
」
と
中
小
炭
鉱
か
ら
な

る
「
筑
豊
石
炭
鉱
業
互
助
会
」
に
事
実
上
分
裂
し
た
。
直
方
会
議
所
周
辺
の
拠
点
施

設
は
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
の
管
理
と
な
っ
た
が
、
鉱
業
会
は
こ
の
年
に
会
議
所
東
側

（
現
在
の
石
炭
記
念
館
新
館
の
位
置
）
に
五
十
三
坪
の
連
絡
所
を
新
築
し
た
。
こ
の
建

物
は
、
主
に
救
命
器
の
組
立
装
着
室
・
修
理
室
・
酸
素
充
填
室
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

救
護
練
習
所
は
、
昭
和
九
年
の
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
の
発
足
に
伴
っ
て
同
会
の
所
属

と
な
っ
た
が
、
昭
和
十
六
（
１
９
４
１
）
年
に
は
戦
時
体
制
に
臨
ん
で
筑
豊
石
炭
鉱

業
会
は
解
散
し
、
石
炭
統
制
会
の
管
轄
に
入
っ
た
。
戦
後
は
九
州
鉱
業
会
の
管
理
と

な
り
、
九
州
炭
鉱
救
護
隊
連
盟
直
方
救
護
練
習
所
と
称
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
直

方
会
議
所
の
建
物
も
完
全
に
練
習
施
設
と
な
り
、
三
井
三
池
鉱
を
含
む
福
岡
県
内
一

帯
や
山
口
県
の
宇
部
炭
鉱
等
か
ら
の
救
護
訓
練
を
受
け
入
れ
た
が
、
救
護
練
習
所
が

粕
屋
町
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
十
三
（
１
９
６
８
）
年
十
二
月
に
練
習

所
を
閉
鎖
し
、
約
半
世
紀
の
歴
史
を
閉
じ
た
。
そ
の
後
、
日
本
石
炭
協
会
九
州
支
部

が
こ
の
施
設
を
整
備
し
て
直
方
市
に
寄
贈
し
、
直
方
市
石
炭
記
念
館
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
は
炭
坑
の
大
規
模
化
に
対
応
す
る
た
め
、

明
治
四
十
五
（
１
９
１
２
）
年
に
日
本
で
最
初
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
正

期
に
設
置
さ
れ
た
煉
瓦
造
ア
ー
チ
お
よ
び
Ｒ
Ｃ
造
ア
ー
チ
の
模
擬
坑
道
は
、
当
初
の

姿
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。

当
施
設
で
は
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
時
代
の
明
治
四
十
五
年
か
ら
昭
和
九
年
三
月

ま
で
に
延
べ
二
万
三
千
二
百
五
十
六
人
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
時
代
の
昭
和
九
年
四
月

か
ら
昭
和
十
六
年
ま
で
に
延
べ
一
万
一
千
七
百
人
が
救
護
練
習
を
行
い
、
戦
後
、
九

州
炭
鉱
救
護
隊
連
盟
時
代
の
昭
和
二
十
七
（
１
９
５
２
）
年
七
月
か
ら
直
方
救
護
練

写真３・２　救護練習所模擬坑道の全景〔直方市教育委員会所蔵〕
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習
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
ま
で
の
間
に
、
基
礎
訓
練
を
終
了
し
た

作
業
隊
員
は
九
千
六
百
八
十
二
人
、
整
備
員
四
百
八
十
人
を
数
え
る
。
そ
の
総
数
は

延
べ
四
万
四
千
六
百
三
十
八
人
で
、
戦
時
中
の
練
習
生
を
加
え
る
と
更
に
多
く
の
隊

員
が
養
成
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
、
彼
ら
は
各
炭
鉱
で
救
護
要
員
と
し
て
災
害
に
備
え

た
。
こ
の
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
は
、
過
酷
な
災
害
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
近
代

炭
鉱
の
実
態
を
伝
え
る
遺
跡
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
存
在
と
い
え
る
。

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
と
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
は
、
筑
豊
炭
田
遺
跡

群
の
一
つ
と
し
て
国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
が
、
直
方
が
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
拠
点

で
あ
り
、
国
内
に
お
け
る
炭
坑
保
安
の
最
先
進
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
文

化
財
で
あ
る
。
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
様
に
歴
史
的
背
景
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
ぜ
ひ
石
炭
記
念
館
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
こ
の
文
化
財
を
大
切
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

注
四		

旧
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
及
び
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
直
方
市
教
育
委
員
会
が
作
成
し
て
「
市
報
の
お
が
た
」
の
平
成
三
十
（
２
０
１
８
）

年
七
月
一
日
号
か
ら
十
二
月
一
日
号
ま
で
六
回
に
分
け
て
掲
載
し
た
「
筑
豊
炭
田
遺
跡

群
、
国
指
定
史
跡
に
」
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

筑
豊
炭
田
遺
跡
群
が
国
指
定
史
跡
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
筑
豊
炭
田
の
暮
ら
し

を
見
て
み
る
と
、
基
本
と
な
る
仕
組
み
が
労
働
と
生
活
の
管
理
が
一
体
化
し
た
共
同

体
で
あ
っ
た
た
め
労
働
形
態
と
生
活
環
境
が
近
隣
の
村
や
町
の
暮
ら
し
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
た
。

共
同
体
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
寄
り
添
い
助
け
合
っ
て
生
き
る
生

き
方
で
、
筑
豊
地
区
に
は
「
川
筋
気
質
」（
気
骨
が
あ
り
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
捨
て

る
こ
と
が
で
き
な
い
）
が
今
も
残
っ
て
い
る
。
最
近
で
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
住
民

支
援
を
し
続
け
て
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
中
村
哲
医
師
（
祖
父
は
若
松
港
で
石
炭
荷
役

経
営
）
の
こ
と
を
川
筋
気
質
の
表
れ
と
す
る
新
聞
記
事
が
あ
っ
た
。

現
在
の
暮
ら
し
は
収
入
格
差
や
孤
立
化
な
ど
に
よ
り
、
行
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い

る
人
が
増
え
て
い
る
。
自
己
中
心
の
生
き
方
を
見
直
し
、
筑
豊
に
今
な
お
生
き
る
川

筋
気
質
の
表
れ
で
あ
る
、
寄
り
添
い
助
け
合
っ
て
生
き
る
生
き
方
が
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
大
事
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

筑
豊
炭
田
遺
跡
群
は
、
炭
鉱
遺
跡
を
「
単
体
」
で
は
な
く
「
群
」
と
し
て
一
体
的

に
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
え
て
き
た
炭
鉱
の
歴
史
（
石

炭
の
採
掘
・
輸
送
・
販
売
と
労
働
・
生
活
環
境
な
ど
）
を
理
解
し
、
筑
豊
を
誇
り
に

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

今
後
は
筑
豊
炭
田
遺
跡
群
の
存
す
る
三
市
（
田
川
市
・
飯
塚
市
・
直
方
市
）
が
連

携
し
て
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。


